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さらに詳しい記事が秋田経済新聞に
掲載されています。
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掲載され
ました

社長長谷
川敦のロン

グインタビ
ューが掲載

されていま
す。今回の

トラパンツ
通信ではそ

の一部をご
紹介いたし

ます！

秋田経済
新聞に

－起業のきっかけを
教えてください
「4年間だけなのでアシスタントレ
ベルですが、地元の会計事務所
で経営コンサルタントとして働い
ていました。起業したのは26歳。8
歳のころには会社を作りたいと考
えていたんですよ。現在の社名も
小学生のころに友達と作った野

球チーム名『トラパンツ工業高
校』から。私にとって重要なのは、
『何をやるかよりも誰とやるか』と
いうことでした。そのため、創業メ
ンバーをスカウトするところから始
めたのです」

－創業メンバーのス
カウトとは？
  

「当社専務の奈良真は高校時代
の友人ですが、進学で県外に出
ていたので秋田に連れ戻そうと
計画を立てました。地元の就職
情報を提供するなどUターン支援
（笑）。今も一緒に働くのは私も含
めて夏井麗ら3人ですが、当初4
人で起業しました。思えば、10～
20代から今の組織づくりの準備
を始めていましたね」

－事業計画の立案や実施は
どうのようにしていますか？
「私はプロジェクトマネジャーではないので、個々の事業計画を
立案することはありません。これまでで私が立ち上げた事業は
『イーストベガス推進協議会』（カジノを含む統合型リゾート推進
事業）ぐらいですね。社内事業のほとんどは社員が担っていま
す。社員の成長のためにも信頼して任せなければならないと
思っているのです」

－アドバイスを求められたときは
どうしますか？ 

「社内のブレーンストーミング（集団でアイデアを出し合う
こと）にも一切参加しないんですよ。あくまで社員が考え、
結果の報告だけを受けます。もちろん、それが事業として
バランスを欠いた内容だった場合には止めます。私はリ
アリストですから、夢レベルのアイデアにインテリジェンス
の要素を加える作業、アイデアの暴走を止めるのが私の
仕事ですね。社員にも『天才的なバランス感覚』を磨くよう
伝えています」

る見夢
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